
規

則

平成™š年š月š˜日 木曜日 (号外第�œ号)官 報

〇
公
正
取
引
委
員
会
規
則
第
一
号

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第
七
十
六
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

公
正
取
引
委
員
会
委
員
長

竹
島

一
彦

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組
織
規
程
（
昭
和
四
十
年
公
正
取
引
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
条
の
四
第
一
項
中
「
三
十
人
」
を
「
二
十
九
人
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
五
第
一
項
中
「
四
十
五
人
」
を
「
五
十
一
人
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
八
第
一
項
中
「
三
百
二
十
七
人
」
を
「
三
百
二
十
二
人
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
七
項
中
「
五
十
三
人
」
を
「
五
十
一
人
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理

の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
十
三

年
環
境
省
令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
十
二
条
の
三
第
三
項

若
し
く
は
第
四
項
」
を
「
第
十
二
条
の
三
第
四
項
若
し

く
は
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
同
条
第
二

項
後
段
」
を
「
同
条
第
三
項
後
段
」
に
、「
同
条
第
三
項

若
し
く
は
第
四
項
」
を
「
同
条
第
四
項
若
し
く
は
第
五

項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
三

年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
一
六
e

〇
（
職
員
の
災
害
補
償
）
の
一
部
改
正
に

関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

人
事
院
総
裁

江
利
川

毅

人
事
院
規
則
一
六
e

〇
e

五
七

人
事
院
規
則
一
六
e

〇
（
職
員
の
災
害
補
償
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
一
六
e

〇
（
職
員
の
災
害
補
償
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
八
条
の
三
第
一
号
中
「
十
万
四
千
七
百
三
十
円
」
を
「
十
万
四
千
五
百
三
十
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中

「
五
万
六
千
七
百
九
十
円
」
を
「
五
万
六
千
七
百
二
十
円
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
五
万
二
千
三
百
七
十
円
」
を

「
五
万
二
千
二
百
七
十
円
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
二
万
八
千
四
百
円
」
を
「
二
万
八
千
三
百
六
十
円
」
に
改
め

る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
三
十
号

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
四
年
法
律
第
七
十
八
号
）
第
十
二
条
第
七
号
の

規
定
に
基
づ
き
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
の
円
滑
化
等
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

大
畠

章
宏

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
（
平
成
十
四
年
国
土
交
通
省
令
第
百
十
六
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
一
号
中
「
除
く
。
以
下
こ
の
号
」
を
「
除

く
。
以
下
こ
の
条
」
に
、「
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）

が
な
い
者
」
を
「
）
が
な
い
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
単
身
者
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、「
で
あ
り
、
か
つ
、
二

以
上
の
居
住
室
を
有
す
る
も
の
」
を
削
り
、
同
号
た
だ
し

書
中
「
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が

な
い
者
」
を
「
単
身
者
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を

加
え
る
。

２

前
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
住
宅
事
情
の

実
態
に
よ
り
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い

て
は
、
法
第
十
二
条
第
七
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
施
行
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
戸
の
規
模
の
基
準
を
、

各
戸
の
床
面
積
が
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
（
単
身
者
の
居

住
の
用
に
供
す
る
住
戸
に
あ
っ
て
は
、
二
十
五
平
方

メ
ー
ト
ル
）
以
下
で
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
面
積
以

上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
は
、
併
せ
て
、
居
住
す
べ
き
者
の
年
齢
、
所
得

そ
の
他
の
特
別
の
事
情
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
と
認
め

ら
れ
る
住
戸
（
単
身
者
の
居
住
の
用
に
供
す
る
も
の
を

除
く
。）に
あ
っ
て
は
、
当
該
住
戸
の
床
面
積
を
三
十
平

方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
面
積
以

上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
防
衛
省
令
第
四
号

防
衛
省
設
置
法（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）

第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
防
衛
局
組

織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。平

成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

防
衛
大
臣

北
澤

俊
美

地
方
防
衛
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

地
方
防
衛
局
組
織
規
則
（
平
成
十
九
年
防
衛
省
令
第
十

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
沖
縄
防
衛
局
の
項
中
「
金
武
防
衛
事
務
所
」を「
名

護
防
衛
事
務
所
」
に
、「
沖
縄
県
国
頭
郡
金
武
町
」
を
「
名

護
市
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
環
境
省
令
第
五
号

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
三
十
四
号
）
の
施

行
に
伴
い
、
並
び
に
環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律

第
八
十
一
号
）
第
十
一
条
第
一
項
及
び
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ

ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
八
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響

評
価
の
項
目
並
び
に
当
該
項
目
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び

評
価
を
合
理
的
に
行
う
た
め
の
手
法
を
選
定
す
る
た
め
の

指
針
、
環
境
の
保
全
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
指
針
等
を

定
め
る
省
令
及
び
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正

な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

環
境
大
臣

松
本

È

廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評

価
の
項
目
並
び
に
当
該
項
目
に
係
る
調
査
、
予
測

及
び
評
価
を
合
理
的
に
行
う
た
め
の
手
法
を
選
定

す
る
た
め
の
指
針
、
環
境
の
保
全
の
た
め
の
措
置

に
関
す
る
指
針
等
を
定
め
る
省
令
及
び
ポ
リ
塩
化

ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

（
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価

の
項
目
並
び
に
当
該
項
目
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評

価
を
合
理
的
に
行
う
た
め
の
手
法
を
選
定
す
る
た
め
の

指
針
、
環
境
の
保
全
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
指
針
等

を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響

評
価
の
項
目
並
び
に
当
該
項
目
に
係
る
調
査
、
予
測
及

び
評
価
を
合
理
的
に
行
う
た
め
の
手
法
を
選
定
す
る
た

め
の
指
針
、
環
境
の
保
全
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
指

針
等
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
六
十
一

号
）
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
九
条
の
三
第
十
項
及

び
第
十
五
条
の
二
の
五
第
三
項
」
を
「
第
九
条
の
三
第

十
一
項
及
び
第
十
五
条
の
二
の
六
第
三
項
」に
改
め
る
。
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